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が
ん
ば
っ
て
ま
す

女
性
農
業
委
員

～
給
食
セ
ン
タ
ー
に
食
材
納
入
～

北
栄
町
に
は
、
大
栄
地
区
、
北
条
地
区
の
Ｊ
Ａ
女
性
会
で
組
織
さ
れ
て
い

る
給
食
会
が
あ
り
ま
す
。

両
地
区
と
も
に
女
性
農
業
委
員
が
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
北
条
は
平
成

14
年
か
ら
、
大
栄
は
平
成
21
年
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
加
工
品
を
含
め
た

食
材
を
納
入
し
て
い
ま
す
。

町
内
全
て
の
、
保
、
幼
、
小
、
中
学
生
に
地
場
の
新
鮮
な
野
菜
を
届
け
る

こ
と
で
、
地
産
地
消
の
推
進
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
学
校
給
食
週
間
で
は
、
両
地
区
の
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
招
待
さ

れ
、
子
ど
も
達
と
給
食
を
共
に
し
ま
し
た
。
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
と
同
時

に
お
か
わ
り
に
走
る
子
ど
も
達
の
姿
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
子
ど
も
達
か
ら
野
菜
作
り
に
つ
い
て
質
問
を
受
け

た
り
、
又
生
産
者
か
ら
は
、
野
菜
に
も
命
が
あ
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
は
命

に
つ
な
が
る
こ
と
を
話
し
た
り
し
て
、
有
意
義
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
北
栄
町
の
子
ど
も
達
の
生
活
、
成
長
に
参
加

で
き
る
こ
と
に
給
食
会
の
メ
ン
バ
ー
は
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
慢
の
野
菜
で
子
ど
も
達
に
「
お
い
し
い
、
お
か
わ
り
！
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
私
達
は
頑
張
り
ま
す
。

北
条
給
食
会
代
表

淀
瀬

千
賀
子

大
栄
小
学
校
の
み
な
さ
ん
と

１
月
28
日(

土)

に
行
わ
れ
た
、｢

Ａ
Ｌ
Ｌ
北
栄
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
募
集
し
た
農
業
川
柳

の
受
賞
作
品
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
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【
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が
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っ
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へ
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ぴ
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去る１月２８日、「今、考えよう。未来の農業と

地域」をテーマにＡＬＬ北栄アグリフォーラムを開
催しました。雪の残る中、約２５０名の参加を得て

熱い時間を過ごしました。会場アンケートによれば
大半の方が満足され、来年も開催して欲しいとの回

答がある一方、せっかくのフォーラムにもっと参加
してもらうようにＰＲを徹底すべきだ、さらに内容、

方法を検討すべしとの意見も頂いた。実行委員会で
しっかり反省、検討します。参加頂いた方はさらに

輪を広げて頂くようお願いします。

平井県知事は講演の中で、「北栄町農業は水田、
砂丘地、黒ぼく畑、果樹、畜産とバランスのとれた

環境を有し、農業を核にして色々な展開と可能性を
持った地域だ。それをどう発見し、完成させていく

か、無限の魅力を秘めた町だ。」と県内の色々な事
例を紹介しながら熱く話された。

意見発表では、今村憲治氏（江北浜）が「ヴィン

ヤード１００年計画」と題してブドウ栽培を通して、
ワイン造り、観光園、砂丘地農業の活性化に関わり

たいと熱く語られ、一方、森本充裕氏（大谷）は森
本農園の４代目として「利益の拡大」を目標に、雇

用を取り入れ、営業も出来る経営者になりたい。ま
た、若手農家が集まって勉強できる仕組みを作りた

いと目を輝かせて、まっすぐに将来を見据えて堂々

と発表された。
シンガーソングライター講演師 石川達之氏は歌

と語りの中で、人生を見つめ、何気ない出来事を発
見し、感動すること、人生の危機も一つ芯になる物

を持てば、乗り越え、楽しい人生が展開すると唄わ

れたように思う。
2010年農業センサスによれば、全国農業従事者は

約260万人で平均年齢は65.8歳（うち65歳以上は61.
6％）、鳥取県は33,440人で68.3歳（うち65歳以上

は68.6％）、北栄町では2,196人で63.7歳（うち65
歳以上は53.8％）となっている。生命産業と言われ

る農業を担う人がこれから先５年から10年の間に大
きく減少することは想像に難しくない。今、世界、

政治、経済、農業は複雑な関係の中で身動きできな

い、先の見えない状況になっています。しかし、過
去は何の問題も無く過ぎて来ただろうか。逆に考え

れば、こんな時こそ勇気さえあれば何でも挑戦、行
動出来る時ではないだろうか。勇気、誇り、自信を

持って取り組む時だと確信する。

百聞は一見に如かず、百見は一考に如かず、百考

は一行に如かず（中国 漢書）

ＡＬＬ北栄アグリフォーラムを開催して

私は高校を卒業した後、１年間専門学校に通い土木

関係の仕事を９年間していました。４年ほど倉吉に住

んで仕事に行っていましたが、平成19年に実家に帰り、

農業をする事になりました。自分には弟が二人いまし

たが、家の農業を継ぐのは自分だと思っていました。

会社勤めと違い、農業は自分達で行うものだから、

少々気楽な気持ちで仕事を始めましたが、現実は全く

違うものでした。夏場は朝早くから夜遅くまで、秋か

ら冬にかけては収穫した野菜の出荷作業を遅くまでし、

土日も関係なく仕事と、会社勤めとのサイクルの違い

に最初は困惑しました。作業も同じ事を繰り返す事が

多いので、体力的というか精神的に疲れました。

ですが、仕事に就き１年２年と経過し、農業として

の１年間のサイクルも分かってきて４月で６年目を迎

える今は、ゆとりもでき気持ち的にもだいぶ楽になり

ました。作る野菜等も初めは何とも思っていませんで

したが、作る事の難しさ楽しさなど多くの事を学べた

ため、今は自分なりにこうしたいとか向上心がでてき

ました。また農業を通じていろんな人との出会いがあ

り、とても貴重なものとなりました。農業には終わり

は無いと思っています。追及すればするほど課題は出

てくるし、答えはいくつもあると思っています。自分

の考えとしては、失敗した事を次にどう生かせるかだ

と思っています。それがう

まくいけば、自分としての

底上げになり安定した作業、

経営ができると思っていま

す。これからもいろいろと

頑張っていきたいと思いま

す。

実行委員会委員長 濵坂良男

頑張っています 農業後継者！

～農業という仕事～
茶ャ条 村岡 高志 （３３歳）



○北栄町とＪＡ組合長の懇談会
今、農業は不透明で難しい問題を多く抱えています。

農業委員会は、将来への展望を切り開き着実に課題を解決していくための一つの方策として、
町行政とＪＡ鳥取中央のトップリーダー・両機関の職員相互による一層の連携を呼びかけ、1月
28日、北栄町松本町長とＪＡ鳥取中央福山代表理事組合長による農政懇談会が開催されました。
懇談会では、葉タバコの廃作に伴う諸課題への対応、大栄地区の

多機能ファックスの後継システム構築、農業振興条例の策定、来年
度の「まんが王国とっとり建国記念 国際まんが博」とのタイアッ
プ等について、互いに意見を交わされました。
今後、町行政とＪＡそれぞれの役割分担を明確にし、トップダウ

ン方式で速やかな実践を目指すとともに、この懇親会を定期的に開
催していくことが確認されました。

○H24年度北栄町の主な農業振興関連予算案
H24年度の当初予算の一部を紹介します。３月の定例議会に提案される予定です。

・青年就農給付金 750万円
原則45歳までの新規就農者（親元就農は対象外）に年間150万円を最長５年間給付

・葉タバコ耕作農家品目転換支援事業 980万円
葉タバコ廃作に伴い新たな品目の生産を開始する農家に対し機械導入費を半額補助

・食と農の魅力創造支援事業 50万円
加工品づくり等、多様な「６次産業化」の取組を支援

・新農業通信システム構築補助金 242万円
新しい伝送路の布設に伴い使用できなくなる大栄地区多機能ファックスに替わる装置への
支援

・北栄農産物のファンづくり・情報発信推進事業 667万円
観光農園、インターネット、直販など、多様な販売チャンネルを充実。Webサイトの企画運
営等、販売促進のノウハウを持つNPO法人未来と連携。

農 政 ニ ュ ー ス

今年は、昨年12月中旬頃より積雪が多く、雪が消えたかと思うとまた雪が降るとい

う天候が悪い日が続いています。

雪の合間の１月６日、昨年末の雪で倒壊した連棟ハウスの撤去作業が行われました。

その日は、朝から晴れ、大谷生産組合を中心に声かけされた約五十名の生産者や農業

後継者グループのフロンティア、役場農林振興室職員、北栄営農センターからセンター

長をはじめ指導課の職員等がかけつけてくれました。

倒壊した20aの連棟ハウスの下には、収穫間近なシ

ンテッポウユリの花が無残な姿をさらしていました。

多くの皆さんの力のおかげでハウスの撤去作業は、

午後２時半頃には終了しました。

地域の方々の熱い気持ちを感じ、生産者同志の絆を

感じた一日でした。

（森本 真理子）

農業委員会事務局長 野村 良太

雪害による連棟ハウス倒壊により援農隊発足



各集落や地区内における農地の売買契約、貸借契約に至
らなかった土地について、地区外からも買い手・売り手を
募っています。

詳細を｢農地流動化情報台帳」として北条庁舎で閲覧で
きます。農業委員会事務局までご連絡下さい。
※買い手、借り手の方については、耕作面積等、農家要
件が必要です。

※掲載を希望された情報です。
《売りたい・貸したい》

農地流動化情報東日本大震災による原発事故からもうすぐ１年に
なろうとしている。福島にある親戚から180万円の賠
償金が東京電力から入ったと連絡があった。請求の
手続きは困難だったが、ガソリン等の領収書を含め
関係書類をこまめに残しておいたのが功を奏したよ
うだ。
主な仕事はシイタケ栽培と原木の切り出しだった。

しかし放射能汚染によりすべての出荷が停止し収入
が途絶えていた。一息ついた。しかし来年以降の出
荷は難しいそうだ。ところがそれに対する補償は見
込めない。
本年は国連の定める「すべての人のための持続可

能エネルギーの国際年」に当たるそうだ。世界のエ
ネルギー問題を考える上で「持続可能性」を重視す
る識者も多い。原発事故は今なお収束への見通しは
不透明で放射能が人体や環境に与える影響を将来に
亘って心配されていることは国民の共通する所だろ
う。
原発の賛否は立場の違いにより色々あるが、放射

性廃棄物の最終処分が出来ず何百年何千年も積み残
していくことに警鐘が鳴らされているが、根本的な
解決方法はないとも言われている。地球上にあって
はならないモノが永きに亘り残されるという事実。
以上のことを考えた時、原発に依存する社会から新
エネルギー社会への方向転換が急がれる。
農業がいつ再開出来るのか、先の見えない福島の

人々を考えた時、二度とこういう事態が起こらない
よう、一刻も早く新エネルギー導入に取り組むべき
である。環境が変わって一番影響を受けるのは一次
産業の農漁業である事を肝に銘じたい。

№ 農地の所在 地目 面積(a)

１由良宿中高江(貸借のみ) 畑５

２由良宿下高江(貸借のみ) 畑６

３由良宿西高江(売買のみ) 畑２２

４由良宿西内浜(売買のみ) 畑２１

５由良宿郷原(貸借のみ) 畑１０

６由良宿今地(貸借のみ) 畑２１

７西園外ヶ浜(貸借のみ) 畑１３

８由良宿稲場続(貸借のみ) 畑１３

９江北下虻谷(賃借のみ) 畑１２

〔
編
集
後
記
〕

農
業
は
自
然
と
共
生
し
て
い
ま
す
。
自
然
の

お
か
げ
で
収
穫
の
喜
び
も
与
え
て
く
れ
ま
す
が
、

又
、
反
面
、
容
赦
な
く
試
練
も
与
え
ま
す
。
そ

れ
が
、
近
年
の
大
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス
倒
壊
被
害

で
す
。
今
年
も
連
棟
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
今
、
県
や
Ｊ
Ａ
で
は
、
大
雪
に

負
け
な
い
、
ハ
ウ
ス
の
補
強
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

北
栄
町
は
農
業
を
基
盤
と
す
る
町
で
す
。
そ

し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

私
達
農
家
も
、
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
ハ
ウ

ス
の
倒
壊
防
止
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

豪
雪
地
帯
で
生
活
さ
れ
て
い
る
被
災
地
の
方
々

の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
淀
瀬
千
賀
子
）

広
報
委
員

淀
瀬
千
賀
子

河
原
廣
美

前
田
浩
明

森
本
真
理
子

大
西
仁
美

齋
尾
智
弘

「
菜
種
」
の
発
行
当
初
か
ら
、
若
い
農
業
人

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
多
く
の
友
人
達
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
努

力
し
、
苦
い
経
験
を
し
て
、
多
く
の
事
を
学
び

取
っ
て
い
ま
す
。
世
間
で
は
後
継
者
に
つ
い
て
、

何
や
か
ん
や
と
騒
い
で
い
る
け
ど
、
若
さ
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
一
生
産
者
で
あ
り

消
費
者
で
も
あ
り
ま
す
。
若
い
農
業
人
達
と
一

緒
に
、
可
能
性
の
あ
る
農
業
を
盛
り
立
て
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

（
前
田

浩
明
）

今
回
は
、
農
地
の
取
得
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

Ｑ

新
規
就
農
者
に
と
っ
て
、
農
地
を
見

つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

賃
借
が
可
能
な
農
地
の
情
報
に
つ
い

て
は
お
近
く
の
農
業
委
員
か
役
場
農
業
委
員

会
事
務
局
又
は
産
業
振
興
課
農
林
振
興
室
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
農
地
の
賃
借
に
は
農

業
委
員
会
で
の
許
可
手
続
き
が
必
要
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

農
業
委
員
活
動

⑨

編
集
委
員
よ
り
一
言

◎
幸
福
な
ゆ
と
り
の
あ
る

老
後
の
生
活
の
た
め
に

～
農
業
者
年
金
加
入
～

◎
農
家
を
応
援
す
る
新
聞

～
全
国
農
業
新
聞
～

◆
加
入
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
ま
で

原発事故による農業への驚異

北栄町農業委員 齋尾 智弘

ＪＡ鳥取中央は、未来を担う子どもたち

に農業体験を通して「農業の大切さ」「食

べることの大切さ」を伝えるため、各種関

係団体と連携をはかり、農業体験学習に取

り組んでいます。

■対象者 新小学３年生～新小学６年生

■募集締切 平成２４年３月３０日（金）

■開校式 平成２４年４月２１日（土）

■申し込み、問い合わせ
大栄支所／ＴＥＬ４９－１１５３

北条支所／ＴＥＬ３６－３３２１

～ ＪＡ鳥取中央からお知らせ ～

アグリキッズスクール入校児童募集中


